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平成27年11月１日

第40号

　今号をもちまして、「民児協おかやま」は第40号の発行を迎えました。最近では、市内の民生委員・
児童委員の方々に読んでいただくとともに、各関係機関にもお配りし、市民の方々にも民生委員・児童
委員の活動を知っていただけるようになっております。今後とも、広報委員一同、岡山市民生委員児童
委員協議会の様々な動きをお届けしてまいりますので、多くの方々にお読みいただけたら幸いです。

　さて、平成29年度には民生委員制度創設100周年を迎える節目の年になります。全国民生委員児童委員連合会でもこの節
目の年に100周年記念大会等、記念行事が行われる予定となっております。岡山市民生委員児童委員協議会でも100周年に
向けた取り組みを計画中です。
　民生委員制度を語る上で欠かせない人といえば、「済世顧問制度」の生みの親で時の岡山県知事である笠井信一氏です。大
正天皇からのご下問を受け、すぐに岡山県内の生活困窮者の実情を調査し、民生委員制度の源と言われる「済世顧問制度」を
生み出しました。
　また、その済世顧問制度第１号として委嘱を受けた、藤井静一氏の存在も欠かせません。藤井氏は、村民の対立・不和、勤
労意欲に欠け、酒、博打で荒んだ人々の暮らしを目の当たりにし、私費を投じて貧困者の救済を開始しました。この活躍が当
時の笠井知事の目にとまり、1917年（大正６年）４月に委嘱を受けました。民生委員の日が５月12日ということからわか
るように、済世顧問制度は５月に創設されましたが、藤井氏は制度創設に先駆けて委嘱されたこととなり、まさに済世顧問制
度のモデルとなった人物だと言えるでしょう。
　岡山には、他にも「児童福祉の父」として知られる石井十次氏、点字ブロック発祥の地など、福祉にゆかりがある人物・場
所が多く存在します。民生委員制度創設100周年という大きな節目を迎えるにあたり、先達の様々な先進的な取り組みを振り
返るとともに、改めて民生委員・児童委員としての自分の活動の糧としていきたいと考えております。今後とも、より一層の
広報委員活動に励んでいきたいと思いますので、ご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

広報委員会一同

済世

この広報誌は、共同募金配分金の一部をつかって作成しています。

笠井信一岡山県知事像（写真左）藤井静一氏の活動拠点である済世会館は、改修を経て今も地域住民の活動の場となっている（写真右上）
藤井静一氏の活躍を称える済世記念碑（写真右下）
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笠
井
知
事
は
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）

年
、
地
方
長
官
会
議
の
場
で
、
大
正
天
皇

か
ら
「
県
下
の
貧
民
の
状
況
は
ど
う
か
」

と
御
下
問
を
受
け
、
す
ぐ
に
県
内
の
実
情

を
調
査
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
県
民
の
一
割

が
悲
惨
な
生
活
状
態
に
あ
る
こ
と
が
判
明

し
、事
態
の
重
大
さ
に
日
夜
研
究
を
重
ね
、

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
、「
済
世
顧
問

設
置
規
定
」
を
公
布
し
、
民
生
委
員
制
度

の
源
と
さ
れ
る
、
済
世
顧
問
制
度
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

 　

ま
た
、
民
生
委
員
活
動
の
草
分
け
的
存

在
の
藤
井
静
一
氏
の
こ
と
は
意
外
と
知
ら

れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

 　

藤
井
静
一
氏
は
、明
治
三
（
一
八
七
〇
）

年
か
ら
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
ま

で
、
社
会
福
祉
事
業
に
生
涯
を
捧
げ
、
民

生
委
員
制
度
の
生
み
の
親
の
一
人
と
な
っ

た
人
物
で
す
。津
高
郡
面
室
村
安
部
倉（
現

岡
山
市
北
区
三
和
）
で
地
主
の
二
男
に
生

ま
れ
、
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
に

学
業
を
終
え
て
帰
郷
し
農
業
に
従
事
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
経
済
変
動
な
ど
で
物
質

的
・
精
神
的
に
疲
弊
し
た
農
村
の
現
状
を

憂
い
、
農
村
福
祉
事
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
借

金
で
農
地
を
失
い
小
作
人
に
な
る
者
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
主
を
説
得
し
て
小

作
料
の
取
り
立
て
を
引
き
受
け
、
そ
の

手
数
料
を
小
作
人
の
名
義
で
貯
蓄
。
ま

た
、
自
己
所
有
の
松
茸
山
を
解
放
し
、
松

茸
の
売
却
代
金
の
三
分
の
一
を
同
様
に
積

立
て
、
田
畑
や
山
林
を
買
い
戻
し
、
生
活

安
定
に
道
を
開
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た

様
々
な
取
り
組
み
が
、
笠
井
知
事
の
目
に

留
ま
り
、済
世
顧
問
制
度
の
手
本
と
な
り
、

初
代
済
世
顧
問
に
任
命
さ
れ
た
の
で
す
。

 　

県
民
の
貧
困
が
発
端
と
な
り
発
足
し
た

民
生
委
員
制
度
で
あ
り
ま
す
が
、
発
足
か

ら
百
年
た
っ
た
今
日
で
も
な
お
、
子
ど
も

の
貧
困
や
精
神
的
な
貧
困
な
ど
、
様
々
な

貧
困
の
問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
貧
困
の
根
は
非
常
に
深
い
も
の

で
あ
り
、後
世
に
禍
根
を
残
さ
な
い
よ
う
、

今
こ
そ
こ
の
問
題
解
決
の
糸
口
を
見
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

 　

百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
民
生
委

員
制
度
の
本
質
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
と
と

も
に
、
み
な
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
得
て
、

お
知
恵
も
お
借
り

し
な
が
ら
、
会
を

運
営
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

民
生
委
員
制
度
創
設
百
周
年
に
向
け
て

岡
山
市
民
生
委
員

�

児
童
委
員
協
議
会

�
会
長
　
岸
本
　
俊
男

（
北
区
中
央
／

�
弘
西
地
区
）

　

当
時
の
笠
井
信
一
岡
山
県
知
事
が
、
大

正
六
年
五
月
十
二
日
「
済
世
顧
問
設
置
規

定
」
を
公
布
し
、
社
会
奉
仕
の
精
神
に
あ

ふ
れ
る
人
材
と
と
も
に
、
防
貧
活
動
に
取

り
組
み
、
民
生
委
員
制
度
の
前
身
で
あ
る

済
世
顧
問
制
度
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
平
成

二
十
九
年
五
月
十
二
日
で
、
丁
度
百
周
年

の
大
き
な
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
で

は
、
次
の
五
本
の
事
業
を
柱
と
し
て
展
開

し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

①
百
周
年
記
念
大
会
の
開
催

　
　
（ 

平
成
二
十
九
年
五
月
十
二
日
を
基

本
と
し
て
開
催
予
定
）

　

②
「
百
年
通
史
」
の
作
成

　
　
（ 「
通
史
」
と
と
も
に
、年
表
や
概
要
、

写
真
等
を
中
心
と
し
た
普
及
版
の

作
成
を
含
む
）

　

③ 

こ
れ
か
ら
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

制
度
や
そ
の
活
動
に
関
す
る
提
言

　
　
（ 

百
年
の
歴
史
の
総
括
の
上
に
立
っ

て
、
現
状
と
課
題
を
整
理
し
つ
つ
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
を

行
う
）

　

④
全
国
モ
ニ
タ
ー
調
査
の
実
施

　
　
（ 

全
国
二
十
三
万
人
と
い
う
組
織
力

を
生
か
し
、
全
国
的
な
福
祉
課
題

の
実
情
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
改
善
に
向
け
た
働
き
か

け
【
提
言
・
要
望
活
動
等
】
を
行
う
）

　

⑤
重
層
的
な
広
報
活
動

　
　
（ 

住
民
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
へ
の
働

き
か
け
を
は
じ
め
、
多
様
な
方
法

に
よ
り
広
く
全
国
的
な
広
報
活
動

に
取
り
組
む
）

  　

岡
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で

は
、
岡
山
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

と
あ
い
協
力
し
て
、
全
国
民
生
委
員
児
童

委
員
連
合
会
の
事
業
展
開
に
呼
応
し
た
事

業
展
開
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
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こ
ん
に
ち
は
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

　

岡
山
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
平

成
十
八
年
四
月
に
岡
山
市
ふ
れ
あ
い
公
社

が
、
岡
山
市
か
ら
委
託
を
受
け
、「
私
の
地

域
（
ま
ち
）
の
包
括
さ
ん
」
と
し
て
、
地
域

に
根
差
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

●
「
六
セ
ン
タ
ー　

九
分
室
」
で
活
動�

　

平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
は
、
体
制
も
変

わ
り
、
三
職
種
（
保
健
師
・
看
護
師
、
社
会

福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
に

よ
る
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
多
様
な

ニ
ー
ズ
や
相
談
に
も
迅
速
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
セ
ン
タ
ー
、
分
室
体
制
に
移
行
し
組

織
的
に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

介
護
に
関
す
る
こ
と
、
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
を
紹
介
し
、

高
齢
者
の
方
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

●
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
推
進�

　

高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た

め
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
実
現
を
目
指
し
、

医
療
・
介
護
等
多
職
種
連
携
を
進
め
ま
す
。

●�

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
せ
る
取
り
組
み
の
推
進

　

平
成
二
十
六
年
に
策
定
さ
れ
た
「
岡
山
市

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
認
知
症
支

援
チ
ー
ム
と
連
携
し
て
、
認
知
症
の
早
期

支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
が
あ
っ

て
も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

認
知
症
の
方
や
家
族
を
地
域
で
支
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
地
域
ケ
ア
会
議
の
充
実�

　

住
民
の
方
々
と
い
っ
し
ょ
に
、
地
域
が
抱

え
る
高
齢
者
の
問
題
を
住
民
主
体
で
話
し

合
う
小
地
域
ケ
ア
会
議
の
支
援
を
は
じ
め
、

市
と
連
携
し
て
地
域
に
必
要
な
資
源
開
発

や
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
、
地
域
ケ
ア
会
議

を
推
進
し
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら

も
地
域
包
括

支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
高

齢
者
が
安
心

し
て
生
活
で

き
る
よ
う
な

地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
「
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
」
は
高
齢
者
の
応

援
団
で
す
！

▽
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
と
は

　

六
十
五
歳
以
上
の
岡
山
市
民
を
対
象
に
、

「
運
動
・
食
事
・
こ
こ
ろ
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
、
専
門
職
が
み

な
さ
ま
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

▽
事
業
内
容

◆
一
次
予
防
事
業

○
毎
週
・
毎
月
介
護
予
防
教
室
（
申
込
不
要
）

　

公
民
館
等
に
職
員
が
出
向
き
、
講
話
や
体

操
を
行
い
ま
す
。介
護
予
防
に
つ
い
て
知
り
、

体
と
心
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
！

○
あ
っ
晴
れ
！
も
も
太
郎
体
操

　
「
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・
お
口
の
体
操
・
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
組
み
合
わ
せ
た
誰
で

も
で
き
る
体
操
で
す
。
五
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
に
対
し
、
体
操
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
、

み
な
さ
ま
だ
け
で
安
全
に
続
け
る
方
法
を

お
伝
え
し
ま
す
。
身
近
な
地
域
で
介
護
予
防

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

◆
二
次
予
防
事
業　

※
要
支
援
・
要
介
護
状

態
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
一
定
要
件
に
該
当

の
方
の
み

○
元
気
ス
マ
イ
ル
教
室

　
「
運
動
・
口
腔
・

栄
養
」
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
じ
て
、

元
気
に
暮
ら
し
続

け
る
た
め
の
方
法

を
お
伝
え
し
ま

す
。
ま
た
、
個
別

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
、
一
人
ひ
と

り
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

○
訪
問
サ
ー
ビ
ス

　

ご
自
宅
を
訪
問
し
、
日
常
生
活
や
住
環
境

の
改
善
点
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
！

・
岡
山
市
ふ
れ
あ
い
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

�

（
〇
八
六
―
二
七
四
―
五
二
一
一
）

・  

岡
山
市
ふ
れ
あ
い
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

北
事
務
所

�

（
〇
八
六
―
二
五
一
―
六
五
一
七
）

・ 

岡
山
市
ふ
れ
あ
い
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

南
事
務
所

�

（
〇
八
六
―
二
三
〇
―
〇
三
一
五
）

岡
山
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

岡
山
市
ふ
れ
あ
い
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
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毎
年
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
み
な

さ
ま
を
始
め
と
し
た
地
域
の
避
難
支
援
等

関
係
者
に
名
簿
を
提
供
す
る
予
定
に
し
て

お
り
、
そ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

○
避
難
の
た
め
の
情
報
伝
達

　

 

避
難
勧
告
等
の
緊
急
情
報
の
伝
達
を
、

着
実
に
行
う
。

○
避
難
支
援

　

 

地
域
の
実
情
や
災
害
の
状
況
に
応
じ

て
、
避
難
支
援
等
を
行
う
。

○
安
否
確
認
の
実
施

　

 

発
災
後
、
在
宅
避
難
者
等
の
安
否
確
認

を
行
う
。

○
避
難
場
所
以
降
の
対
応

　

 

名
簿
情
報
を
避
難
場
所
等
の
責
任
者
に

引
継
ぎ
、
生
活
支
援
を
行
う
。

　

な
ど
、
平
常
時
か
ら
名
簿
情
報
を
地
域

の
避
難
支
援
等
関
係
者
で
共
有
す
る
こ
と

で
、
現
に
災
害
が
発
生
し
、
又
は
災
害
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
可
能
な

範
囲
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
の
避
難
支
援
等
を
実

効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
名
簿
作

成
に
合
わ
せ
て
、
平
常
時
か
ら
個
別
計
画

を
策
定
し
、
防
災
訓
練
等
を
実
施
す
る
中

で
、
情
報
伝
達
、
避
難
支
援
等
に
つ
い
て
、

実
際
に
機
能
す
る
か
点
検
し
て
お
く
こ
と

も
重
要
で
す
。

　

名
簿
掲
載
者
の
中
に
は
、
岡
山
市
地
域

防
災
計
画
で
定
め
た
要
件
に
該
当
す
る
方

以
外
に
も
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
作
成
し

た
「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
台
帳
」

へ
の
掲
載
者
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

自
ら
が
避
難
支
援
等
を
希
望
し
て
申
請
し

た
場
合
や
、
避
難
支
援
等
関
係
者
が
、
本

人
又
は
親
権
者
、
法
定
代
理
人
等
の
同
意

を
得
た
上
で
申
請
し
た
場
合
も
、
名
簿
に

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

申
請
に
つ
い
て
は
、危
機
管
理
室（
〇
八
六

―
八
〇
三
―
一
〇
八
二
）
ま
で
連
絡
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
申
請
書
等
を
送
付
し

ま
す
。

　
「
健
康
寿
命
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知

で
す
か
？
健
康
寿
命
と
は
、「
日
常
的

に
介
護
を
必
要
と
し
な
い
で
、
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
生
存
期
間
」
の
こ
と

で
す
。
岡
山
市
の
健
康
寿
命
は
、
男
性

六
十
九
・
〇
一
歳
、
女
性
七
十
二
・
七
一
歳

と
、
政
令
指
定
都
市
の
中
で
も
下
位
に
あ

り
、
い
か
に
こ
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
か

が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
の
た
め
に
は
、「
適
度
な
運
動
が

大
切
」
と
い
う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
ま
す

が
、
一
方
で
「
な
か
な
か
運
動
を
始
め
ら

れ
な
い
」、「
始
め
て
も
続
け
る
こ
と
が
難

し
い
」
と
い
う
こ
と
も
耳
に
し
ま
す
。
そ

こ
で
、
岡
山
市
で
は
市
内
に
住
民
票
の
あ

る
四
十
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
運
動
を

始
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
あ
る
い
は
、

健
康
づ
く
り
を
長
く
続
け
て
い
た
だ
く
後

押
し
と
な
る
よ
う
、
年
間
最
大
二
万
四
千

ポ
イ
ン
ト
貯
ま
る
「
健
幸
ポ
イ
ン
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
、
歩
数
計
を
無
償
で
お
貸

し
し
、
日
々
の
歩
数
を
計
測
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
計
測
し
た
毎
日
の
歩
数
は
、
歩

数
計
が
記
録
し
ま
す
。
月
に
一
回
お
近

く
の
公
民
館
や
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

て
い
る
専
用
の
パ
ソ
コ

ン
で
計
測
し
た
歩
数
を

登
録
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
歩
数
に
応
じ
て
ポ

イ
ン
ト
が
貯
ま
り
ま

す
。

　

更
に
、
公
民
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
運

動
講
座
や
介
護
予
防
教
室
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
各
種
講
座
や
民
間
の
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
と
い
っ
た
、
市
の
指
定
し
た
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
と
き

や
、
健
康
診
断
を
受
け
た
と
き
、
健
康
診

断
の
結
果
が
よ
く
な
っ
た
と
き
等
に
も
ポ

イ
ン
ト
が
貯
ま
り
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

表
町
商
店
街
で
使
え
る
商
品
券
や
、
百
貨

店
な
ど
で
使
え
る
Ｕ
Ｃ
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
、

ロ
ー
ソ
ン
な
ど
で
使
え
る
Ｐ
ｏ
ｎ
ｔ
ａ
ポ

イ
ン
ト
な
ど
に
交
換
で
き
ま
す
。

　

健
幸
ポ
イ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

国
の
総
合
特
区
事
業
に
認
定
さ
れ
、

四
千
四
百
五
十
人
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
。（
※
現
在
、
参
加
者
の
募
集
は
し

て
い
ま
せ
ん
）

　

詳
し
く
は
岡
山
市
役
所
保
健
管
理
課

（
〇
八
六
―
八
〇
三
―
一
二
四
三
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
つ
い
て

「
健
幸
ポ
イ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

五
月　

�

保
健
福
祉
関
係
部
局
か
ら
の
情

報
を
集
約
し
、
名
簿
を
作
成

六
月　

�

新
規
名
簿
登
録
者
に
同
意
書
を

発
送
（
未
回
答
者
を
含
む
）

十
月　

�

同
意
を
得
ら
れ
た
方
等
の
名
簿

を
避
難
支
援
等
関
係
者
に
提
供
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津
島
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
　

�

主
任
児
童
委
員
　
下
山
　
俊
子

　

梅
雨
空
を
心
配
し
な
が
ら
、
早
朝
よ
り

南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
大
型
バ
ス
で
ス

タ
ー
ト
。
北
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
山
の

上
青
空
市
場
で
北
区
北
の
主
任
児
童
委
員

と
合
流
し
全
員
集
合
。
北
区
北
・
南
区
南

の
主
任
児
童
委
員
三
十
五
名
で
吉
備
中
央

町
の
「
お
か
や
ま
希
望
学
園
」
を
目
指
し

ま
し
た
。
到
着
す
る
と
、 “
雲
海
と
高
原

の
寺
子
屋
”と
い
う
表
現
に
ぴ
っ
た
り
の
、

身
を
お
く
だ
け
で
ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
別

天
地
が
現
れ
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に
か
梅

雨
空
も
消
え
太
陽
が
顔
を
出
し
始
め
て
い

ま
し
た
。

　

一
同
広
い
ホ
ー
ル
に
通
さ
れ
、
渡
邉
学

園
長
、
日
名
小
学
校
長
よ
り
丁
寧
な
説
明

を
受
け
ま
し
た
。「
お
か
や
ま
希
望
学
園
」

は
、“
学
習
と
生
活
の
統
合
”
を
理
念
に
、

不
登
校
等
で
既
存
の
学
校
に
馴
染
み
に
く

い
子
ど
も
達
に
義
務
教
育
の
機
会
を
保
障

す
る
場
と
し
て
平
成
七
年
に
「
の
び
の
び

小
学
校
」
が
、
平
成
十
二
年
に
「
吉
備
高

原
希
望
中
学
校
」
が
開
校
し
ま
し
た
。
全

国
各
地
か
ら
の
子
ど
も
達
を
受
け
入
れ
、

全
寮
制
に
よ
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
小
学
校
六
名
、
中
学
校
二
十
二
名

が
在
籍
。
遠
い
所
で
は
、
東
京
、
神
奈
川

か
ら
の
子
ど
も
達
も
い
る
そ
う
で
す
。
教

室
で
行
う
学
習
指
導
と
共
に
、
寄
宿
舎
で

行
わ
れ
る
日
常
の
生
活
指
導
の
中
で
、「
豊

か
な
自
然
」、「
と
も
に
育
つ
仲
間
」、「
ゆ

っ
く
り
ゆ
っ
た
り
の
学
び
」
を
「
三
つ
の

宝
」
と
し
て
大
切
に
し
て
お
ら
れ
る
と
の

こ
と
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
紹
介
さ
れ
た
番
組
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
の
説
明
。
言
葉
の

端
々
に
先
生
方
の
子
ど
も
達
に
対
す
る
愛

情
、
熱
意
が
感
じ
ら
れ
、
頭
の
下
が
る
思

い
で
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

説
明
の
後
は
三
班
に
分
か
れ
て
校
舎
内

を
見
学
。
少
人
数
で
学
習
し
て
い
る
子
ど

も
達
が
に
っ
こ
り
笑
っ
て
、
挨
拶
を
し
て

く
れ
心
が
和
み
ま
し
た
。
旧
津
賀
西
小
学

校
を
改
装
し
た
と
い
う
小
学
校
校
舎
は
木

造
で
、
ど
こ
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス
ペ
ー

ス
が
と
っ
て
あ
り
、
子
ど
も
達
の
気
持
ち

も
伸
び
伸
び
で
き
る
だ
ろ
う
と
想
像
で
き

ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
現
代
的
な

校
舎
の
中
学
校
で
は
、
行
事
や
交
流
活
動

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
集
会
室
も
あ
り
、
子

ど
も
達
が
学
校
行
事
へ
積
極
的
に
参
画
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
寄
宿

舎
で
は
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
の
つ
い
た
お
風
呂

場
、
洗
濯
室
、
ロ
ッ
カ
ー
等
、
ど
こ
も
き

ち
ん
と
整
理
整
頓
さ
れ
、
基
本
的
な
生
活

習
慣
の
指
導
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

見
学
後
は
ホ
ー
ル
で
の
協
議
。
理
想
的

な
環
境
と
も
思
え
る
こ
の
学
園
で
も
子
ど

も
達
は
個
々
に
悩
み
や
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
そ
れ
が
爆
発
す
る
こ
と
へ
の
対
応
、

授
業
料
を
低
額
化
す
る
た
め
の
取
り
組

み
、
土
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
受
け
入

れ
状
況
等
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を

●
●
● 

主
任
児
童
委
員
部 

●
●
●�

「
北
区
北
・
南
区
南
福
祉
区
合
同
研
修
会
に
参
加
し
て
」

「
地
域
福
祉
推
進
部
」
と
「
主
任
児
童
委
員
部
」
の
二
つ
の
部
会
が
交
互
に
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
主
任
児
童
委
員
部
の
「
福
祉
区
合
同
研
修
会
」
に
つ
い
て
で
す
。

知
り
、
私
達
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と

思
わ
ず
自
問
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で

「
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
あ
る
の
で
、
安
い

給
料
で
も
や
っ
て
い
け
る
ん
で
す
」
と
明

る
く
話
し
て
下
さ
る
先
生
方
の
姿
に
救
わ

れ
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

短
時
間
多
く
の
事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た

学
園
を
あ
と
に
し
、
そ
の
後
、
昼
食
を
し

な
が
ら
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
委
員
一
同
、

希
望
学
園
で
の
感
動
が
冷
め
や
ら
ず
、
ど

の
班
も
活
発
な
話
し
合
い
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
北
区
北
と
南
区
と
を
ミ
ッ
ク
ス
し

た
班
編
制
も
効
を
な
し
、
委
員
同
士
の
よ

い
交
流
・
親
睦
の
場
と
も
な
り
、
和
や
か

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
後
、
帰
路
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。

　

県
内
に
あ
る
「
お
か
や
ま
希
望
学
園
」

の
実
情
を
知
る
と
い
う
大
き
な
学
び
と
共

に
、
北
区
北
・
南
区
南
の
交
流
も
で
き
た

貴
重
な
研
修
の
一
日
で
し
た
。

部
会
の

コ
ー
ナ
ー
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大
元
学
区
地
域
活
性
化
推
進
委
員
会

�

会
長
　
黒
住
　
輝
久

大
元
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
　

�

会
長
　
岡
㟢
　
公
平

　
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
お
お
も
と

二
〇
一
五
」
が
今
年
も
無
事
終
了
し
ま
し

た
。
十
五
回
目
の
記
念
す
べ
き
も
の
で
あ

り
、
す
っ
か
り
地
域
に
浸
透
し
た
、
大
元

学
区
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
住
む
大
元
学
区
は
、
大
規
模

で
あ
る
鹿
田
小
学
校
区
と
西
小
学
校
区
そ

れ
ぞ
れ
の
一
部
を
統
合
す
る
形
で
誕
生

し
、
今
年
四
十
三
年
目
を
迎
え
る
学
区
で

す
。
当
時
は
ま
だ
ま
だ
田
ん
ぼ
の
中
に
集

落
が
点
在
す
る
よ
う
な
状
況
で
し
た
が
、

区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、
一
気
に
都
市
化

さ
れ
、
住
居
、
事
務
所
、
店
舗
等
の
混
在

す
る
活
気
あ
る
学
区
へ
と
変
貌
い
た
し
ま

し
た
。

　

そ
の
様
な
中
で
、
元
二
つ
の
学
区
の
融

和
や
旧
住
民
と
新
住
民
の
連
帯
等
様
々
な

難
し
い
諸
問
題
に
月
日
と
と
も
に
触
れ
て

い
く
中
、「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
お
お
も
と

二
〇
〇
〇
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

大
元
小
学

区
地
域
活
性

化
推
進
委
員

会
は
、
大
元

学
区
連
合
町

内
会
を
中
心

に
、
体
育
協

会
、
婦
人
会
、

民
生
委
員
児

童
委
員
協
議

会
、
交
通
安

全
母
の
会
、幼
小
中
学
校
園
の
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

そ
し
て
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
交
通

安
全
対
策
協
議
会
と
学
区
内
全
て
の
団
体

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
闊
達
な
学
区
に
も
か
か
わ
ら

ず
更
に
活
性
化
を
と
、
少
し
欲
張
っ
た
活

動
を
し
て
お
り
ま
す
。
学
区
の
中
ほ
ど
に

あ
る
大
元
中
央
公
園
で
、
春
は
お
花
見
、

夏
は
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
お
お
も
と
」、

年
末
年
始
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点

灯
、
ま
た
、
四
季
折
々
の
花
を
年
五
回
ほ

ど
植
栽
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
お
お
も
と
」

は
、
～
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
育
む
ふ
る
さ

と
づ
く
り
～
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
学
区

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
手
作
り
で
会
場
の
設
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、夜
店
を
町
内
会
、

子
ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
サ
ー
ク

ル
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
と
三
〇
区
画
の
出
店

を
い
た
だ
き
、
舞
台
の
上
で
は
子
ど
も
達

ば
か
り
で
な
く
、
幼
小
中
の
先
生
方
、
地

域
の
芸
達
者
な
方
、
う
ら
じ
ゃ
踊
り
、
盆

踊
り
と
盛
大
な
様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
社
協
の
み
な
さ
ま
に
は
、
夜
店
に

て
、
か
き
氷
の
販
売
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
夜
店
が
か
き
氷

福
祉

区
の取り

組
み１

　
●
●
● 

北
区
中
央
福
祉
区 

●
●
●�

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
お
お
も
と
」
へ
の
参
加

岡
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、福
祉
事
務
所
の
所
管
区
域
ご
と
に
「
福
祉
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
」
を
設
置
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
福
祉
区
ご
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

を
販
売
し

て
い
ま
す

が
、
そ
れ

で
も
す
ぐ

売
り
切
れ

状
態
で
、

飛
ん
で
跳

ね
て
動
き

回
る
来
場

者
の
み
な

さ
ま
に
、

大
好
評

で
、
主
催
者
と
し
て
も
大
助
か
り
で
す
。

　

ま
た
、
民
児
協
の
み
な
さ
ま
に
は
、
七

夕
飾
り
を
作
製
し
て
い
た
だ
き
、
フ
ェ
ス

タ
の
催
し
物
の
一
つ
と
し
て
大
い
に
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
願
い
を
込
め
た
短
冊
が
毎
回
会
場
内

に
、
た
な
び
い
て
い
ま
す
。

　

住
み
た
い
町
の
上
位
に
ラ
ン
ク
付
け
さ

れ
る
、
我
が
町
大
元
が
こ
れ
か
ら
も
そ
の

活
気
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

各
種
団
体
の
地
道
な
活
動
が
た
い
へ
ん
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
大
元
学

区
地
域
活
性
化
推
進
委
員
会
で
は
、
そ
の

潤
滑
油
に
な
る
べ
く
、
日
々
こ
れ
か
ら
も

汗
と
知
恵
を
出
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
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岡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
中
区
事
務
所

�
那
須
　
克
文

　

岡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福

祉
を
推
進
す
る
民
間
の
団
体
と
し
て
「
市

民
の
参
加
と
支
え
あ
い
に
よ
る
“
だ
れ
も

が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
”」
を
基
本
理
念
に
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
よ
り
中
区
福
祉
区
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
（
以
下
、
中
区
民
児
協
）
の

事
務
局
を
、
み
な
さ
ま
に
ご
指
導
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
中
区
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

中
区
民
児
協
は
、
十
三
の
小
学
校
区
の

地
区
民
児
協
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
総
会

以
外
に
役
員
（
執
行
部
）
に
よ
る
常
任
理

事
会
や
理
事
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
ス

ム
ー
ズ
な
運
営
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
の
活
動
内
容
は
、
全

員
研
修
会
、
各
地
区
意
見
交
換
会
、
視
察

研
修
会
、
そ
し
て
、
地
域
福
祉
推
進
部
、

主
任
児
童
委
員
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
第
一
回
目
の
全
員
研
修
会
で

は
、
公
益
社
団
法
人　

認
知
症
の
人
と
家

族
の
会　

岡
山
県
支
部　

副
代
表
の
景
山

富
久
子
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。

認
知
症
の
方
と
そ
の
ご
家
族
に
地
域
に
居

住
す
る
仲
間
と
し
て
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
の
か
を
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
推
進
部
で
は
、
岡
山
市
こ
こ

ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー　

土
器
悦
子
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
、「
精
神
障
害
者
へ
の
対

応
に
つ
い
て
」
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
事
者
も
地
域
生
活
の
中
で
、
公
共
交

通
機
関
の
乗
り
方
、
買
い
物
の
仕
方
等
、

長
く
病
院
や
施
設
に
い
た
た
め
に
、
は
じ

め
て
の
経
験
に
困
惑
し
な
が
ら
生
活
を
し

て
い
る
と
の
事
例
報
告
も
あ
り
、
参
加
さ

れ
た
方
か
ら
、「
分
か
ら
な
い
こ
と
が
、

分
か
ら
な
い
。」
だ
っ
た
こ
と
が
、
当
事

者
の
意
図
や
過
去
の
生
活
歴
を
知
っ
て
い

く
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き
た
と

の
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
を
担
当
し
て
か
ら
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
方
と
お
話
を
す
る
機
会
も
多

く
な
り
ま
し
た
。

　

核
家
族
化
や
地
域
社
会
の
希
薄
化
に
よ

り
、
相
談
相
手
が
不
在
な
人
が
多
い
昨
今

で
す
が
、
子
育
て
や
介
護
の
悩
み
を
抱
え

る
人
、
障
害
の
あ
る
方
、
高
齢
者
、
引
き

こ
も
り
な
ど
地
域
で
孤
立
し
、
必
要
な
支

援
を
受
け
ら
れ
な
い
人
に
対
し
て
、
地
域

住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
“
地
域
の
パ
イ

プ
役
”
と
し
て
活
動
さ
れ
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
責
務
の
重
要
さ
と
活
動
内
容

に
は
、
と
て
も
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

　
「
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
お
金
を
貸
し

て
く
れ
る
と
こ
ろ
よ
ね
。」
と
生
活
福
祉

資
金
や
小
口
資
金
貸
付
制
度
の
こ
と
を
言

わ
れ
る
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近

は
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
で

あ
る
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
高

齢
者
・
子
育
て
）、
元
気
の
出
る
会
、
ふ

れ
あ
い
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
安
全
・
安
心
声

か
け
・
見
守
り
推
進
活
動
等
の
地
域
で
の

助
け
あ
い
・
支
え
あ
い
に
よ
る
事
業
や
、

福
祉

区
の取り

組
み２

　
●
●
● 

中
区
福
祉
区 

●
●
●�

中
区
福
祉
区
の
取
り
組
み

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
、
法
人
後
見
事

業
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
権
利

擁
護
支
援
体
制
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
も

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
方
々
の
活
動
と
重
な
る
も
の
が
多

く
、
機
会
を
い
た
だ
い
て
、
社
協
の
活
動

を
各
福
祉
区
や
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委

員
会
に
て
事
業
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
協
働
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
中
区
民
児
協
の
事
務
局
と

し
て
微
力
な
が
ら
、
み
な
さ
ま
の
ご
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
邁
進
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
区
福
祉
事
務
所
な
ら
び
に

福
祉
援
護

課
の
み
な

さ
ま
に
は
、

運
営
に
多

大
な
お
力

を
い
た
だ

い
て
お
り
、

大
変
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
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よ
う
や
く
、
台
風
の
心
配
か
ら
解

放
さ
れ
る
時
候
に
な
り
ま
し
た
。
民

児
協
お
か
や
ま
第
四
十
号
を
お
届
け

し
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
は
毎
号
原
稿
集
め
に

苦
労
し
て
い
ま
す
。
文
章
の
読
み
書

き
は
脳
の
活
性
化
に
と
て
も
よ
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
児
童

委
員
の
み
な
さ
ま
に
は
文
章
を
書
き
、

「
民
児
協
お
か
や
ま
」
に
積
極
的
に
投

稿
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
み
な
さ
ま

が
心
配
さ
れ
て
い
る
認
知
症
の
予
防

に
役
立
て
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

紙
面
の
途
中
に
息
抜
き
で
き
る
情

報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
読
ん
で
頂
け
る
広
報
誌
に

で
き
た
ら
と
委
員
会
は
い
ろ
い
ろ
と

意
見
を
交
換
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
に
対
し
、
よ
り
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

猶
原　

嗣
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我
が
家
に
恵
比
寿
・
大
黒
の
面
が
欲
し
く
て
は
じ
め
た
面
彫
り
で

す
が
、
今
で
は
高
砂
の
じ
い
さ
ん
・
ば
あ
さ
ん
や
温
羅
な
ど
色
ん
な

表
現
を
し
た
面
が
ず
ら
り
と
揃
い
、
見
て
は
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
秋
を
感
じ
る
作
品
で
す
。

北
区
　
足
守
地
区�

中
田
　
淳
也

絵
　
手
　
紙

中
区
　
高
島
地
区�

佐
々
木
　
順
子

中
田
　
樹
子


